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ふるさと納税の返礼品である垂井町自慢の特産品を、SDGsの視点で紹
介します。

光触媒というものを一人でも多くのみなさん
に知ってほしくて作っています。一つ一つ心
を込めて制作していますので、ぜひ手に取っ
てみてください。

有限会社 萬の「光触媒アレンジフラワー」

若い頃から生け花に打ち込み、消臭・抗菌効果のある「環境浄化剤」と
出会った有限会社萬の田中さん。光触媒アレンジフラワーを制作して
います。水や肥料が不要、変色や落葉もなく手入れが簡単で、持続可
能な美しさを手軽に楽しむことができます。お部屋に置けば周りが
パッと明るく、華やかな雰囲気に。開店・開業・長寿お祝い等の贈り物、
そしてふるさと納税返礼品として全国のみなさんに喜ばれています。

問 企画調整課　企画係　☎22-1152

生産者からひとこと

有限会社　萬 （ばん）
▶代表者／田中惠さん
▶所在地／垂井町綾戸1077-2

今回紹介した返礼品事業者

SDGs
　今月のたるい自慢

広報クイズQuiz

①地域のビジネス拠点「●●●●●●●●●」が
オープン
②５年ごとに実施される“農林業の国勢調査”
「●●●●●●●」
③寒暖差をなくして●●●●●●●を防ぎましょう。

正解は来月号のこのコーナーでお知らせします。

広報たるいを読んで、クイズに挑戦しよう！
応募し、全問正解した人の中から抽選で１人に賞品をお贈りしま
す。
なお、当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただき
ます。
▶応募資格／どなたでも
▶応募方法／次のいずれかから応募

▶応募期限／ 1月20日(月)必着

問題

申・問 〒503-2193　垂井町宮代2957番地の11
　　　垂井町役場　企画調整課　地域振興係
　　　☎22-1152 

12月号の答え：①15　②朝倉運動公園　③飲酒　ながらスマホ
応募総数：153

▲応募はこちら

高木ファームの垂井町産ミルキークイーン５㎏応募手段 応募方法

１ 応募フォーム

２ ハガキ

紙面に添付の二次元コードまたは町ホームページ
からアクセスし、必要事項を記入し送信
ハガキの裏面に「広報たるい１月号広報クイズ
の応募」、クイズの解答を記載し、以下へ郵送

今月の賞品
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インターンシップで
役場の仕事を体験

県立岐阜商業高校２年の川島彩夢さんが町役場のイン
ターンシップに参加され、役場の広報業務を体験しまし
た。川島さんは表佐こども
園での交通安全教室の取材
や、不破中学校で教育実習
生へのインタビューなどを
体験。体験を終えると「公
務員は窓口対応だけでなく、現場に出て行う仕事など多
岐に渡ることを学び、貴重な経験ができました」と語り、
充実した表情を見せていました。

第２回町まちづくり審議会を開催しました。８月の第１
回目に引き続き、町まちづくりセンターの運営を提起
し、事業のあり方や今後の進め方、事務所の位置などに
ついて、審議委員のみなさんにご協議いただきました。
審議会では、次年度以降も引き続き協働のまちづくりに
ついて検証していきます。

大規模な災害が発生した場合に、町が実施する災害応急
対策への協力と、町民の生命を守ることを目的に、西美
濃農業協同組合と「災害時における石油類燃料の供給に
関する協定」を締結しました。
玉井代表理事組合長は「燃料は災害時の救援活動や物資
の運送に必要です。今後も地域の安心・安全のためにで
きることは協力していきたい」と話され、早野町長は「災
害時の燃料供給に協力いただけることは、大変心強い」
と述べました。

災害時応援協定を締結11/18

11/18 令和６年度
第２回町まちづくり審議会を開催

農業生産基盤の整備と農地の高度利用化を推進するた
め、平成26年度から11年にわたり県営事業として実施さ
れてきた「栗原ほ場整備事業」が終了し、竣工式が挙行
されました。
早野町長は「ほ場整備事業の竣工が一つの契機となり、
垂井町のさらなる農業振興と地域振興につながることを
願っています」と今後の展望を述べました。

11/23 栗原ほ場整備事業竣工式を挙行
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